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石岡測地観測局における重力値の季節変動

Seasonal variation of gravity values at the Ishioka Geodetic Observing

Station
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　海外での絶対重力計の観測値の整合性は、国際度量衡委員会（Comité International des Poids et Mesures;

CIPM）と国際測地学協会（International Association of Geodesy; IAG）の協力で定期的に開催される国際比

較観測によって確認されている。一方、日本国内の絶対重力計については、2002年から毎年、国土地理院が

主体となって実施している国内比較観測で整合性を確認しており、2016年からは絶対重力計を保有する国内

の関係機関を石岡測地観測局に招聘して実施している。比較観測された結果の妥当性を議論するためには、石

岡測地観測局における観測値が外的な要因でどの程度の時間的な揺らぎを持つのか把握しておく必要があ

る。そのため、同観測局内の基準重力点「石岡FGS」において、絶対重力計FG5による毎月1週間程度の定期観

測を1年間実施し、重力値の季節変化等について評価した。本発表では、その結果を報告する。
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